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【機密性２】

中部地方整備局

令和６年能登半島地震による断水状況

2※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

（参考）過去の地震等における断水状況

3

※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

過去の地震等における断水状況との比較

4
※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

令和６年能登半島地震に伴う浄水場の被害状況（石川県）

5

※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局
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浄水場等の耐震化対策



【機密性２】

中部地方整備局

（参考）浄水場・配水池の耐震化率

7
※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

令和６年能登半島地震に伴う管路施設（水道）の被害状況
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※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局
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過去の主要地震における管路施設の被害との比較



【機密性２】

中部地方整備局

10

管路施設（水道）の耐震化対策



【機密性２】

中部地方整備局

（参考）石川県における基幹管路の耐震化率（令和３年度末）

11
※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

（参考）石川県における管路の耐震化率（令和３年度末）

12
※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

能登地域における復旧の見通し
（第３回復旧・復興支援本部会議資料を基に作成）
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※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より



【機密性２】

中部地方整備局

▲ 散水車（給水車）による被災地の給水支援を実施（写真左はトイレへの給水支援、写真右は生活用水の給水支援）▲

▲ 給水タンク約1,000個等の支援物資を被災地に発送 ▲ 派遣者の宿泊場所確保のために待機支援車を派遣

中部地方整備局の主な対応

給水タンク
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【機密性２】

中部地方整備局

▲ 七尾市役所にて名古屋市上下水道局等との打合せ

▲ 石川県庁内の上下水道支援チーム執務室 ▲ 金沢市企業局内にて日本水道協会本部、中部地方支部との打合せ

中部地方整備局の主な対応（上下水道復旧支援チーム）

▲配水管修繕工事状況の確認
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【機密性２】

中部地方整備局
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（参考）能登半島地震被災地への支援活動 （水資源機構）

 令和６年１月１日16時頃発生した能登半島地震により、水資源機構は被災地への給水支援のため、保有する「可搬式浄水装置」を石
川県珠洲市に派遣し、断水が続く珠洲市の皆様に欠かせない水を毎日お届けしています。

 ため池（亀ヶ谷池）の水を浄水装置で浄水処理された水は、自衛隊、国、全国の水道事業者が支援で駆けつけた給水車両を通じて、
これまで2,000㎥を超える量をお届けしています。

◆設置までの経過
 １月５日 緊急災害支援隊を編成し、利根導水総合事業所（埼玉

県行田市）、愛知用水総合管理所（愛知県東郷町）に配置する
浄水装置（計２台）を被災地に向けて出発、7日夕方設置場所
（珠洲市）到着

 １月８日 珠洲市内亀ヶ谷池の堰堤に浄水装置を設置
 １月９日 自衛隊、国が派遣する給水車両に生活用水を給水開

始し、珠洲市総合病院、避難所のお風呂で利用
 １月12日 水道法に基づく水質検査を完了し、飲用水給水開始

（以降、給水支援活動継続中） ※水資源機構HPより



【機密性２】

中部地方整備局

可搬式浄水装置による給水支援

※R6.3.12上下水道地震対策検討委員会資料より
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令和６年能登半島地震における
水道関係災害対応状況
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第１回中部圏大規模断水対策協議会
令和６年３月１９日（火）



応援派遣・支援スキーム
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• 地震発生（1日16時10分）直後の19時30分に、日水協中部
地方支部として先遣調査隊3名を派遣

• 翌2日、応急給水活動や調整のため応援隊11名を派遣
• 浄水場等の基幹施設が多く損傷しているため、設備系職員を派遣
• 以降、概ね１週間の現地作業サイクルで派遣

派遣経緯

 水道の応援で338人派遣（3月8日時点）
 下水道の応援で208人派遣（3月8日時点）

支援スキーム
• （公社）日本水道協会の三地方支部（中部地方
支部・関東地方支部・関西地方支部）が分担し、水
道の応急復旧及び応急給水をパッケージで支援

• 下水道についても、上下水道一体の支援活動を行うた
め水道の支援分担にあわせ、主に中部地方・関東地
方・関西地方の政令指定都市（東京都含む）で支
援



応急給水状況
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• １月２日に２台、翌３日に２台の給水車を派遣
• 内灘町で応急給水を開始して以降、現在に至るまで七尾市、珠洲市において避
難所や重要な施設に給水活動

• 日水協中部地方支部⾧として、金沢市企業局に拠点を置き給水車差配を実施
• 給水袋61,600袋および災害用備蓄飲料水「名水」1,345箱32,280本を提供
• 応急給水槽43基を提供



七尾市 被害状況
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岩屋浄水場の土砂崩壊

岩屋浄水場付近の主要な管路損傷 水管橋漏水道路漏水

水管橋漏水



七尾市 応急復旧状況
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導水管の仮設管

送水管の漏水修理 水管橋のドローンによる調査送水管の仮設管

通水作業岩屋浄水場の構内配管の仮設管



珠洲市 被害状況
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導水管の布設道路の崩壊

水管橋の損傷 宝立浄水場沈殿池の損傷

取水口の損傷 宝立配水池の地盤沈下

道路漏水



珠洲市 応急復旧状況
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導水管の仮設管 宝立浄水場内の可搬型浄水装置の設置

水管橋の仮設管 送水管の仮設管 通水作業送水管の漏水修理

宝立浄水場内の給水車補給



上下水道一体の復旧
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＜基本的な考え方＞
• 日常生活をいち早く取り戻すために、上下水道一
体となった応急復旧を推進

• 日々、水道・下水道の復旧関係者が被害状況や
復旧方針、進捗状況を確認

水道が復旧された地域では、水の使用量の増加に伴い、排水量も増加する。そこで、水道と下水道の復旧作業計画を調整して機能回復を図る。また、工
業用水道については、水道の復旧状況を勘案し、状況によっては水道からの応急給水を行うなどによって暫定的に機能を回復させる。

【抜粋】名古屋市上下水道局 事業継続計画 (地震対策編) 令和２年３月改訂版


